
 

１：日大理工・学部・まち ２：日大理工・教員・まち ３：日大理工・院(前)・不動産 
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Abstract: The purpose of this study is to clarify the background of “MINATO INOCHIYAMA” development from relationship between local 

people and Fukuroi city government by field survey and interview survey. As a result, it was developed by ideas of local people. In addition, 

they determined the proportion, daily use, management and maintenance of “MINATO INOCHIYAMA”. 

 

１．研究目的―2011(平成23)年に発生した東日本大震

災による津波災害を受け，わが国の沿岸各地では現在，

海岸防災の見直しと強化策が進められている．そうし

た中で，海岸防災施設の新設・嵩上げを巡っては，地

元住民の反対も少なくない．その主たる理由は，数十

年から百数十年に一度クラスの津波災害から地域を守

るという単一機能に留まっていることに伴う海辺の日

常利用のし難さや，建設後の莫大な維持費が地元負担

になっていることなどが挙げられる１)２)．このことを

踏まえると，今後の海岸防災施設のあり方として，地

元住民の参加と合意の下，造成後も地元住民にとって

日常利用が行えるような海岸防災施設の建設を展開す

べきと考える．海岸防災施設の日常利用は，その存在

および防災意識を地元住民の記憶の中に内在化させら

れるとともに，地元住民の身近な交流空間にもなるこ

とから，地域共有の財産ともなり得るものと認識する． 

この点につき，筆者らの先行研究３)４)では，わが国に

おいて永続的な日常利用を有する海岸防災施設として，

静岡県袋井市に存在する津波・高潮避難施設である近

世の「命山」の造成背景および“平成の命山”として新

造された「湊命山」の利用実態について捉えてきた． 

そこで本稿では，「命山」造成にあたっての住民参

加のあり方を導くため，「湊命山」造成に際しての根

本的な議論が行われた事前協議に着目し，協議にあた

っての地元住民と行政それぞれの役割とともに，その

造成位置や形態決定等に関する協議内容のプロセスに

ついて明らかにすることを目的とする． 

２．研究方法―本稿では，「湊命山」造成の事前協議の

内容や実態を明らかにするため，表１に示す現地踏査

およびヒアリング調査を実施した． 

表１ 調査概要および浅羽南地区の現況 

調査方法 日時 場所 調査対象 調査内容 

現地踏査 

2015(平成 27)年 
９月 11日(金) 
10:00～12:30 
17:30～20:00 

静岡県袋井市内 

湊命山(2013(平成 25)年 12月完成) 
湊命山，中新田命山，湊西命山，東同笠・大野命山の 

４つの命山の現地視察等 
中新田命山(2016(平成 28)年１月完成予定) 
湊西命山(2016(平成 28)年３月完成予定) 

東同笠・大野命山(2017(平成 29)年３月完成予定) 

ヒアリング調査 
2015(平成 27)年 
９月 11日(金) 
13:00～17:00 

静岡県袋井 
市役所浅羽支所 

袋井市総務部防災課 清水修二氏 造成前と造成後の土地利用の変遷等 

浅羽南地区連合会元会長 栗田侚彦氏 造成前における住民参画のあり方等  
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３．結果および考察―「湊命山」造成の事前協議にお

ける主要事項を時系列で示したものが表２であり，そ

の協議内容と結果を４項目に分類・整理したものが表

３である．以降ではこれらをもとに考察を進めていく． 

(１)「湊命山」造成の事前協議開催の背景―2011(平成

23)年に発生した東日本大震災による東北地方の津波

災害を目の当たりにした，静岡県袋井市浅羽南地区連

合会(以下，「連合会」)では，短時間のうちに当地区に

来襲すると予想される南海トラフ巨大地震による津波

に対し，地元住民の避難施設の造成が急務と考えた．

そこで「連合会」では，当地区で江戸時代から存在し

ている大野・中新田命山をモデルに“平成の命山”建

設に関する要望書を作成し，同年４月 11 日に袋井市長

宛に提出した(表２)．これを市側は受理し，翌月５月

15 日に「幸浦プロジェクト」と題して地元住民と袋井

市による「命山」造成の事前協議を開催するに至った． 

(２) 幸浦プロジェクトの概要―この事前協議は

2011(平成 23)年５月 15 日から同年 12 月 19 日まで全

15 回が開催され，浅羽南地区内の津波防災対策の現況

評価や南海トラフ巨大地震による津波対策のあり方に

ついて協議・検討が行われた．まず，当地区内の防災

状況を協議会メンバー全員で共有するため，静岡県下

一斉津波避難訓練への参加や地区内の踏査を行政とと

もに行い，当地区の津波防災の現状を評価した． 

(３) 命山造成と形態等の決定―上述の結果を踏まえ，

地元住民と行政によりまとめた当地区の津波防災対策

の見直しと今後のあり方は，表３に示すように，①津

波災害想定，②津波避難施設，③避難方法，④津波防

災教育の４つに整理できる．これらを通して，事前協

議における行政側の結論としては「短期間で建設でき

高額な費用を必要としない津波避難施設を整備」およ

び「その形態の最終決定は地元住民に委ねる」という

意向が示された．その結果，施設は表３②の「命山」と

「津波避難タワー」の２つに絞られたが，耐用年数や

公園的利用，単位面積(㎡)あたりの単価等という観点

から有用性の高い４)「命山」が地元住民らにより決定さ

れた．その後，「命山」の造成場所をめぐる協議が行わ

れ，住民側は地区内踏査より，国道 150 号線沿線への

造成を行政側に提案した．一方，行政側は，南海トラ

フ巨大地震を想定した静岡県第四次被害想定のもと，

袋井市独自のハザードマップを作成した結果，住民提

案の妥当性が確認でき，「命山」建設場所が原案通りに

確定した．その他，「湊命山」の形態に関する協議では，

階段の蹴上高やスロープの勾配といったディテールに

ついても地元住民の要望が反映された．こうした「湊

命山」造成の事前協議における地元住民の主体的参加

と行政のサポートという体制により，地元住民の主体

性が育まれ，現在では散策や公園的利用等の日常利用

方策や清掃等の維持・管理に至るまで，地元住民中心

でその扱いが協議され，「湊命山」は海岸防災施設であ

りながらも，町内の庭的空間として存在するに至った． 
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表３ 浅羽南地区の津波防災現状から抽出した津波防災対策検討事項一覧 

① 津波災害想定 (備え) ② 津波避難施設 (安全場所) ③ 避難方法 (避難ルート) ④ 津波防災教育 (知る・学ぶ) 

災害弱者の支援策 

例) 災害弱者の保護,救護方法の検討 等 

浅羽南小学校 

例）転倒防止柵を設置 

「津波避難マップの作成，周知・配布」 

例) 収容人数，距離，海抜） 等 
「津波防災教育（自助）」 

例)  自分の命は自分で守る 

まず逃げる，そして戻らない 等 

津波に対する安全装備品の配布 
避難場所の検討 

例）周辺に３階以上の建物がない 等 

「標高，避難先，避難経路を記載した 

パンフレットの配布」 

各家庭での備え 

例)住居の耐震化,家具の固定 等 

避難場所の確認 

例）津波避難タワーや津波避難ビルの確認 等 

避難経路（方法）について，平日，休日の 

昼・夜（４パターン）の避難経路の検討 

津波被害想定の把握,具体的な数字を提示 

例) ハザードマップや被害規模 等 

事前に避難人数や避難場所の設定 

例）既存建物の洗い出しと避難所契約 等 

表示板の充実 

例) 電柱への海抜表示 等 「津波防災教育（共助）」 

例)  地元に地形や特色を理解  

地域内での班単位で話し合い 等 

津波警報伝達手段 

例) 同報無線,携帯メール 等 
避難場所としての受け入れ体制の整備 

例）防災グッズの用意，収容人数などの確認 等 

学校 

例) 隣接する保育園と幼稚園との連携 等 
河川からの津波による被害想定 

防潮堤の建設，防砂林の強化 命山，津波避難タワー，津波避難ビル 避難路の整備および拡張 まちの防災状況や現状を知る 

 

表２ 「湊命山」の事前協議の経緯 

日時 
協議内容 

行政 住民 
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